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 柊みみはなのどクリニックをはじめ全４院を経

営する医療法人る・ぷてぃ・らぱん（愛知県大府

市）では採用だけではなく、人材育成にも力を入

れています。入社直後だけではなく、定期的に接

遇やマナー研修を受けるほか、外部講師による研

修も推奨。休日に研修を受けた場合は代休を消化

できます。 

また、月に１度、内藤孝司理事長が「柊ドラッ

カー塾」を開催。スタッフ全員がクリニックの掲

げる使命を共有できるような勉強会として、ドラ

ッカーの『５つの質問』に対する答えをディスカ

ッションしながら掘り下げたり、ワークシートに

書きこみながら考察する研修を行っています。 

ユニークなのは、海外企業の経営を手本にした

「バディシステム」です。スタッフを２人１組の

ペアにして、仕事で困っていることや不安なこと

などを定期的に相談し合ったり、話し合えたりす

るしくみをシステム化しています。リラックスし

て話し合えるよう、院外のカフェやレストランで

軽食をとりながら話し合ってもよく、飲食費は経

費として認められています。バディのペアは部署

や役職、勤続年数に関係なく組まれ、一定期間ご

とにペアが変わるため、いろいろな人と接点を持

つことができ、多様な価値観に触れることができ

るのもメリットのひとつです。 

「ワン・オン・ワン・ミーティング」といって、

部下から直属のリーダーへ、直属のリーダーから

部下に１対１のミーティングをリクエストして、

相互に仕事を教えたり、情報交換をしたりするこ

とを推奨する取り組みも行っています。 

また、クリニックのブログやインスタグラムな

どを更新して経営に貢献したり、本を読んで読書

感想文を書いたりするとポイントがもらえます。

ポイントをためておくと、毎年４月に有給チケッ

ト（有給休暇がもらえるチケット）やディズニー

ランドのペアチケット、コーヒーショップの回数

券などと交換することができます。 

スタッフが自主的に仕事に取り組める環境が整

い、人間関係もスムーズになるような条件が整っ

ているといえます。 
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クリニック２階には「柊文庫」と呼ばれる本棚が

あり、仕事や研修の参考になる本が並んでいる 
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「柊ドラッカー塾」で使用するワークシート 

 
 


